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研究成果の概要（和文）：本研究では、研究データリポジトリにおけるメタデータの版管理手法およびバージョ
ン管理された研究データ引用手法を提案し、プロトタイプシステムによる機能検証を実施した。版管理手法で
は、コンテンツおよびメタデータの双方の版を管理することとした。永続識別子はランディングページ毎に付与
し、Memento Frameworkによる版管理情報の提供を実施した。研究データ引用手法では、Citation Style 
Languageによる引用情報の提供手法についての検討を実施した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we propose version control and citation method of research
 data in research data repository and develop proto-type system using these methods. Version control
 method for research data targets content file and its metadata. A persistent identifier is given 
for each landing page. version control method for research data reporistory is developed based on 
Memento framework and provides versioning information of research data to machines. In the research 
data citation method, we examined the method of providing citation information by Citation Style 
Language.

研究分野： 図書館情報学
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１．研究開始当初の背景 
近年、論文とその根拠となる研究データを
一緒に公開することで、研究過程を明らかに
し、論文の再現性と再利用性を高めることを
目的とした試み、オープンサイエンス[1]に
注目が集まっている。これまでにも研究デー
タを共有する試みはあったが、オープンサイ
エンスの特徴はウェブという共通基盤を前
提としている点にある[2]。たとえば、
DataCite[3]は、データへのアクセス性の確
保、データの再利用と検証の促進を目的とし
た、一意で持続的なデジタルオブジェクト識
別子（DOI）のデータへの付与を行っている。
figshare[4]および Dryad[5]は、研究データ
のためのデジタルリポジトリ（研究データリ
ポジトリ）機能を提供し、それまで論文の一
部でしかなかった図表やデータを研究成果
として公開する仕組みを提供している。しか
しながら、これらの仕組みは、研究成果とし
ての論文の流通基盤であるデジタルリポジ
トリに係わる技術を転用した仕組みであり、
研究成果としてのデータの流通基盤、すなわ
ち真の研究データリポジトリを実現するに
は、データ固有の問題に取り組む必要がある。
とくに、論文の場合と比較してデータは動的
であり、研究データリポジトリにおけるデー
タおよびメタデータ（データに関する説明）
の版管理は重要な課題の一つである[6]。一
般的に論文の公開後、論文の内容や論文のメ
タデータが修正されることは殆どないが、研
究データについてはその可能性を想定しな
ければならない。たとえば、観測機器を用い
て取得したデータについては、機器の特質や
観測時の状況誤差を補正するための校正作
業により、データは大きく異なるものとなる。
研究過程で校正作業の不備が発覚したり、新
たな校正アルゴリズムが発見されたりする
可能性もあり、データの修正を想定しておく
必要がある。また、メタデータが公開後に修
正される可能性もある。たとえば、博物館資
料や古文書資料等に関するメタデータにつ
いては、対象物が未知であることから、研究
過程で修正されたり、補充されたりする可能
性がある。すなわち、メタデータ自体が研究
過程の産物であり、公開後のメタデータ修正
を想定しておかなければならない。 
以上のように、研究データリポジトリが対
象とする研究データおよびメタデータにつ
いては、公開後の修正についての想定が必要
で、公開から引用、修正までの時間軸を意識
した版管理の実現および版管理を意識した
データ引用モデルの確立が重要である。また、
版管理においては、過去のデータ内容を保証
し、引用元にデータを適切に提供する仕組み
も必要である。申請者らは、国内におけるデ
ータリポジトリの先駆者であり、これまでの
研究およびデータリポジトリに関する研究
会「学術資源リポジトリ協議会」での議論か
ら、研究データリポジトリにおける時間軸を
意識した版管理モデルの確立が必要である

との結論に至った。 
 

 
２．研究の目的 
本研究では研究データリポジトリにおけ

る時間軸を意識した版管理モデルの開発、お
よびそれを実現する基盤技術の開発を目的
とする。具体的には次の 2 つの課題に取り組
む。 
(1) 研究データリポジトリにおける時間軸を

意識した版管理モデルの開発 
本課題では研究データの公開から引用、お
よび修正までの各時間軸における研究デー
タの版管理モデルの確立および実現のため
の基盤技術の開発を目的とする。また、引用
時のデータを保証し、論文公開後も引用時の
データを適切に提供する仕組みの確立も重
要課題の一つである。本研究においては、時
間軸を意識した HTTP アクセス手法の一つ
である Memento Framework[7]と電子署名
等による改ざん検知機能を備えたデジタル
リポジトリにおける時間軸を意識した版管
理モデルの実現に取り組む（図 1 参照）。
Memento Framework は、時間軸の概念を
導入した HTTP プロトコルであり、HTTP 
アクセス時に指定された時間軸に対応した
ウェブのアーカイブを返すために考案され
た仕組みである。本研究では、この仕組みを
応用することで、ある時点で引用されたデー
タに対するアクセスに対して、適切なデータ
およびメタデータの版を返すことが可能と
なる。また、研究データ公開時の時間と内容
に対しての電子署名を行うことで、引用時の
データから意図しない改ざんが行われたか
否かの検知が可能となり、引用時のデータお
よびメタデータの内容を保証する仕組みを
提供することが可能となる。 
(2) 研究データリポジトリにおけるデータ引

用モデルの確立 
本課題では「時間軸を意識した版管理モデ
ル」におけるデータ引用モデルの確立を目的
とする。国内外の実在する研究データリポジ
トリの状況および研究データリポジトリを
利用する研究者を調査し、データの引用がど
のように行われるのか、データの種類により
引用方法がどのように変化するのか、複数の
版が存在するデータに対してどのように対

図 1 時間軸を意識した版管理モデル 



応しているのか、を明らかにし、「時間軸を
意識した版管理モデル」におけるデータ引用
モデルを確立する。本課題では対象とするデ
ータとして、歴史・博物資料データ、科学観
測データ、映像資料データを想定する。
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本研究では、次に示す研究データリポジトリ
における
織が連携して研究を遂行する。①「データ引
用モデルの開発」では、研究データリポジト
リにおけるデータ引用について、国内外の研
究データリポジトリおよび研究代表者らが
係わる研究データリポジトリに対する調
査・分析を行い、研究データリポジトリにお
けるデータ引用のモデル化を行う。②「時間
軸を意識した版管理モデルの開発」では、研
究データリポジトリにおけるデータ・メタデ
ータの版管理手法や完全性を確保するため
の版管理モデルの開発を行う。③「プラット
フォームの開発」では、①②の研究成果を踏
まえ、本版管理モデル機能を備えたリポジト
リプラットフォームの開発を行う。④「検証」
では、開発したプラットフォームの検証を行
う。 
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